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遠別町長

　笹　川　洸　志

　
新
年
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
、
町
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
息
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、不
安
定
な
国
際
情
勢
の
影
響
に
よ
る
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
で
町
民
の
皆
様
の
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
経
済
対
策
と
し
て
、
様
々
な
施
策
を

講
じ
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
春
の
来
な
い
冬
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
危
機
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、
着
実
に
町
政
を
執
行
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
年
よ
り
気
温
が
高
く
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

全
体
的
に
平
年
並
み
か
ら
平
年
を
若
干
上
回
る
作
況
と
な
り
ま
し
た
。
漁
業
に
お
い
て
は
、
主
力
の

ホ
タ
テ
養
殖
漁
業
で
前
年
を
上
回
る
売
上
高
を
達
成
す
る
な
ど
、
産
業
に
お
い
て
は
活
況
を
呈
し
た

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
第
６
期
遠
別
町
総
合
計
画
」
は
８
年
目
を
迎
え
、
残
さ
れ
た
期
間
で

着
実
に
計
画
を
見
据
え
つ
つ
、
時
代
を
見
極
め
な
が
ら
必
要
な
事
業
を
遂
行
し
、
遠
別
町
「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
宣
言
、「
孫
・
子
に
残
せ
る
遠
別
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
は
町
立
診
療
所
が
完
成
予
定
で
、
町
民
の
安
心
・
安
全
確
保
の
た
め
、
医
療
体
制
の
整

備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
遠
別
中
学
校
の
新
校
舎
建
設
の
実
施
設
計
に
着
手
し
、

学
力
の
向
上
・
体
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
達
が
伸
び
伸
び
と
教
育
が
受
け
ら
れ
る
教

育
環
境
を
整
備
し
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
遠
別
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
「
と
ん
が
り
か
ん
」
を

再
利
用
す
る
た
め
、
跡
地
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
子
ど
も
達
が
楽
し
め
る
遊
具
施
設
等
の
整
備
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
第
一
次
産
業
の
生
産
基
盤
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
創

出
に
繋
げ
る
と
と
も
に
町
民
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
が
健
康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
本
年
も
よ
り
一
層

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
新
年
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
春
を
皆
様
と
と
も
に
健
や
か
に
お
迎
え
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
議
会
の
運
営
な
ら
び
に
活
動
に
対
し
、
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
輝
か
し
い
新
年
の
幕
開
け
で
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
終
息
が
未
だ
見
え
ず
、
そ
れ
に
伴
う
物
価
の
高
騰
に
よ
る
家
計
費
の
圧
迫
な
ど
厳

し
い
社
会
情
勢
の
中
で
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
議
員
の
任
期
も
本
年
４
月
30
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
４
年
間
を
振
り
返
っ
た
時

に
、
１
年
目
を
除
く
３
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
十
分
な
議
員
活
動
が
で
き

な
か
っ
た
事
が
悔
や
ま
れ
、
大
変
残
念
に
思
い
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
町
民
皆
さ
ん
の
経
済
的
支
援
を
中
心
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
町
と
連
携
し
て
、
遠
別
町
独
自
の
政
策
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
し
、
各
種
事
業
等
様
々
な
活
動
が
再
開
さ
れ
、
通
常
の
生

活
に
一
日
も
早
く
戻
る
事
を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
12
月
議
会
で
、
議
員
定
数
を
現
在
の
９
名
か
ら
１
名
減
の
８
名
に
改
正
し
、
次
回
の
議
員
選

挙
か
ら
施
行
さ
れ
る
事
に
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
５
月
か
ら
は
新
し
い
８
名
体
制
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
議
員
一
同
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
十
分
に
行
い
な
が
ら
、
積
極
的
な
活
動
を
再
開
し
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
声
を
行
政
に
届
け
、

行
政
部
局
と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
遠
別
町
発
展
の
た
め
一
層
の
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
今
年
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

遠別町議会議長

　西　畑　広　男

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
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今年の主役！今年の主役！今年の主役！今年の主役！ 卯　年卯　年卯　年卯　年

津田　さやかさん　
（平成１１年生まれ）

　毎日笑顔で頑張ります！

相内　隆志さん　
（昭和５０年生まれ）

　ヒラメをたくさん捕れるよ
うに頑張ります！

川島　茂之さん　
（昭和１４年生まれ）

　健康に気を付けて過ごし
ていきたいと思います。

今井　　華さん　
（平成２３年生まれ）

　６年生になったら勉強が
難しくなるので、しっかり頑
張りたいです。

長尾　真菜美さん　
（昭和６２年生まれ）

　日々頑張って過ごしていき
ます！

藤原　峰夫さん　
（昭和２６年生まれ）

　明るく、健康第一に過ご
していきます。

草刈　忠和さん　
（昭和３８年生まれ）

　キャッスルガー市との国際
交流の再開が早くできますよ
うに。

遠別町の卯年生まれ（令和４年１２月現在）
男 女 合計

昭和２年 ３人 ５人 ８人
昭和１４年 １１人 ２０人 ３１人
昭和２６年 ２６人 ２２人 ４８人
昭和３８年 １３人 １６人 ２９人
昭和５０年 ２４人 １１人 ３５人
昭和６２年 １１人 １３人 ２４人
平成１１年 １２人 ９人 ２１人
平成２３年 ９人 ７人 １６人
合計 １０９人 １０３人 ２１２人
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12
月
15
日
、
小
学
校
で
「
秋
の
宝
物
あ
そ
び
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
１
年
生
が
き
ら
り

の
年
長
児
を
招
き
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
ど
ん

ぐ
り
や
松
ぼ
っ
く
り
、
葉
っ
ぱ
を
使
っ
た
お
も

ち
ゃ
で
一
緒
に
遊
び
、
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
12
月
23
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
き
ら
り
で
ク
リ
ス

マ
ス
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
全
員
で
願
い
を
込

め
て
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
そ
の
後

ト
ナ
カ
イ
と
共
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登
場
し
、

一
人
一
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
園
児
た
ち
が
お
礼
と
し
て
歌
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

き
ら
り
ク
リ
ス
マ
ス
会

き
ら
り
ク
リ
ス
マ
ス
会

小
学
１
年
生
と
ぞ
う
組

　
　   
秋
の
宝
物
あ
そ
び

小
学
１
年
生
と
ぞ
う
組

　
　   
秋
の
宝
物
あ
そ
び
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町
社
会
福
祉
協
議
会
　
あ
ん
こ
も
ち
配
布

　
12
月
２
日
、
な
ご
ー
み
に
お
い
て
町
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
保
健
部
か
ら
町
内
の
方
々
に
あ
ん
こ
も
ち
が
配
布
さ

れ
ま
し
た
。

　
増
加
傾
向
に
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

か
ら
「
も
ち
つ
き
交
流
会
」
を
中
止
し
、
生
活
保
険
部
会

の
方
々
が
感
染
症
予
防
策
を
行
い
な
が
ら
一
つ
一
つ
手
作

り
し
た
も
の
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
午
前
中
に
作
っ
た
大
き
な
あ
ん
こ
も
ち
が
２
個

入
っ
た
も
の
が
１
０
０
パ
ッ
ク
用
意
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
約
１
時
間
半
で
な
く
な
り
ま
し
た
。
　
　

　
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
沢
山
の
方
が
訪
れ
、
つ
き
た
て

の
お
も
ち
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
大
変
好
評
で
し

た
。

Ｊ
Ａ
る
も
い
鏡
餅
寄
贈

　
12
月
27
日
、
る
も
い
農
業
協
同
組
合
（
代
表
理
事
組
合

長
　
長
谷
川
　
裕
昭
）
様
が
役
場
町
長
室
を
訪
れ
、
鏡
餅

を
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

　
米
の
集
荷
を
無
事
に
終
え
た
こ
と
と
、
豊
作
を
祈
願
し

て
行
わ
れ
て
い
る
鏡
餅
の
寄
贈
は
毎
年
の
恒
例
行
事
と
な

っ
て
お
り
、
今
年
も
Ｊ
Ａ
る
も
い
産
の
新
米
を
使
っ
た
大

き
な
鏡
餅
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
鏡
餅
は
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
役
場
庁
舎
１

階
ロ
ビ
ー
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。
ご
厚
志
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
啓
蒙
巡
回

　
12
月
19
日
、
小
学
４
〜
６
年
生
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
遠

別
町
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
防
火
啓
蒙
活
動
と
し
て
消
防
職

員
と
と
も
に
市
街
地
を
行
進
し
ま
し
た
。

　
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
や
空
気
の
乾
燥
等
に
よ
り
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
意
識

の
向
上
を
図
り
、
火
災
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
時
折
、
強
い
風
が
吹
き
雪
が
舞
う
中
、
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
達
は
約
50
分
間
大
き
な
声
を
出
し
て
拍
子

木
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に
町
内
を
周
り
、

遠
別
町
の
火
災
予
防
意
識
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

6



ウイエペツ俳句会
新 年 句

ウイエペツ俳句会
新 年 句

仏
前
の
緑
一
枝
の
淑
気
か
な

家
　
入
　
麗
　
子

息
災
と
平
和
を
願
ふ
大
旦加　

藤
　
数
　
子

し
ゅ
く  

きお
お
あ
し
た

な
げ

こ

ざ
ん
　

 

げ

こ
　
　ぞ

　
　こ
　

 

と
し

く
い

初
春
や
亀
裂
見
え
染
む
身
と
思
ふ

国
　
谷
　
ミ
ツ
ヱ

来
し
方
の
懺
悔
の
日
々
や
去
年
今
年

別
　
段
　
典
　
代

当 季 雑 詠当 季 雑 詠
凍
て
月
や
瓦
礫
の
街
の
バ
ン
ク
シ
ー

家
　
入
　
麗
　
子

退
院
の
蒲
団
の
重
き
を
嘆
き
た
り

加
　
藤
　
数
　
子

が 

　れ
き

な
ぎ

さ
ん  

り
ょ
う

き

　

 

れ
つ

海
凪
て
山
陵
黒
き
冬
木
立国　

谷
　
ミ
ツ
ヱ

蒲
団
に
顔
埋
め
て
流
す
今
日
の
悔

別
　
段
　
典
　
代
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試行錯誤しながら色 な々ことに挑戦する 
　山口さんは遠別町出身で、家業の跡を継ぎ長年農業に従
事しています。名産品であるもち米や、麦や大豆、メロンな
ど様々な作物を作っています。
　農業の良いところは自分で好きなように気楽にできるところ
だと話します。現在、道の駅やふるさと納税の返礼品として
人気のマルセイユメロンを作ったり、お米の直播に挑戦した
りと試行錯誤しながら色々なことに取り組んでいます。
　また、跡取りの息子さんもいるので将来を考えて現在の農
業にかかせない機械化も積極的に行っており、衛星を使って
畑の生育管理を行うリモートセンシングや自動運転の田植え
機、水田の水門の管理が遠隔でできるシステム等を取り入れ
ています。
　仕事をしていて大変なことを聞いてみると、どうしても人手
不足を感じる時があるとのことですが、周りの人に手伝っても
らいながらなんとかできているとのこと。長年続けてこれた
のは、もちろん家業としてやっていることもあるが、明治の
時代からずっと続いてきているものを絶やさないようにという
思いもあります。自分で作ったメロンを毎年買いに来て、来
年も頼むよと言われることもあり、まだまだ辞められないな、
と話してくれました。

山口　憲一（やまぐち　けんいち）
昭和２８年５月３日生まれ
山口農場　２代目

長田　悠将（ながた　ゆきまさ）
昭和５６年１０月１４日生まれ
3児の父

農業 農業

遠別町の過去・現在・未来を紡ぐインタビュー

目標は「父親を超える」こと 
　長田さんは、遠別町出身で現在は水田農家を営んでい
ます。農業を仕事としたきっかけは昔から実家の家業で
ある農業の手伝いをしていて、その流れで農業に就いた
といいます。
　仕事のやりがいを聞いてみると、毎年収穫が近づくに
つれて自分が育てた稲の出来栄えを見ながら「今年はい
い出来だなぁ」と感じたりできるところだといいます。
　農業をしていると苦労することもあるが、続けられて
いる秘訣は、自分が目標としている「父親を超える」ま
ではなにがなんでも頑張っていこうという強い気持ちが
あるからだと話します。今の時代は法人化したり共同経
営で農業をしているところが多いが、長田さんは家族で
の農業にこだわりを持っており、繁忙期には奥様や3人
いる子供達の手も借りながら仕事をしています。そのた
め「楽しみながらやる」ということも大切にしています。
　現在の楽しみは息子さんの野球を観ることで、送り迎
えや一緒に練習したりとそちらでも忙しい毎日を過ごし
ています。
　今後は遠別の産業を残せるよう、若い農業者で協力し
ながらやっていければと話してくれました。8



知ってる？みつばち豆知識
　蜜蜂の餌は花の蜜と花粉ですが、春先は北海道ではまだ花が無く、越冬で体力も使っています
からパワーチャージが必要になります。程よい給餌は群を元気づけますが、与えすぎると卵を産む
場所を圧迫するし、少ないと産卵しないしと、春もまた蜜蜂のご機嫌取りは難しいのです。

　寒くなってきて思うのは、風が千歳とは全然違うなぁということです。
　こんなに強い風がしょっちゅう吹くのはやはり海の街ならではということでしょうか？
　その度にナウシカに出て来る大ババ様の「ここは海から吹く風様に守られている」というセリフを思い出
してしまう今日この頃です。

　蜜蜂は寒くなると動きが段々と鈍くなり、気温が低
い日はほとんど外を飛ばなくなります。冬の間はお花
も咲かないので、蜜も花粉も採れません。巣の中にあ
る餌を少しずつ食べながら、冬眠をせずに女王蜂を中
心に玉のようになって冬を過ごすのです。中心近くに
いた蜂は暖まると順に外側へ移動してゆき、外側にい
た蜂は中心に入っていって暖まるという事をゆーっく
り繰り返して暖をとります。巣の中はだいたい25～
30℃くらいで、みんなで身を寄せ合って暮らしていま
す。
　本州と比べると、北海道の養蜂は秋から冬にかけて
の管理が独特かもしれません。秋が深くなる前に冬の
間の餌になる濃い砂糖水を与えるのは同じですが、場
合によっては蜜蜂が秋に入る頃に貯めた蜜を採ってし
まい、巣のスペースを空けてでも砂糖水の蜜を多く貯
めさせるのです。
　蜜蜂は巣の外の空中でフンをするのですが、冬期間
は外に出られません。本州であれば冬の間でも数日に
一度小春日和があるので、トイレに困ることはありま
せんが、北海道は寒さが厳しいので、蜂たちは巣箱の
中でひたすらフンを我慢します。
　秋に採れるハチミツはミネラル分が豊富で少し濃い
色をしています。これは蜜蜂のフンの素になってしま
うので、精製されたお砂糖で作られる砂糖水を餌にす
る事で、蜂の我慢の度合いを少し下げてあげるのです。
　蜜蜂への餌やりの期間は9月いっぱい、遅くても
10月初旬までに冬の間に食べる分をたっぷりと与え
ておく必要があります。それ以上遅くなってしまうと

気温が下がってしまい、水っぽい蜜を巣の中に貯める
ことになり、蜂が下痢をおこして弱ってしまうからで
す。蜂の給餌は、夕方になってほとんどの蜂が巣箱に
戻ってからでなくてはいけません。そうしないと先に
給餌した巣箱に他の巣箱の蜂が殺到して、大混乱にな
ってしまいます。
　越冬準備の給餌は9月がメインです。その頃には巣
箱はだいたい2段になっています。巣箱用の餌箱は下
の段にあるので、まずは上の巣箱をよけて餌箱に砂糖
水を入れます。
　その後は上の巣箱を戻すのですが、蜂がびっちり箱
の縁についてしまうので少しお水をかけたり、燻煙器
の煙をかけたりしてよけてあげてから戻します。
　蜜蜂は仲間が潰されたりした時の匂いにとても敏感
で、嗅ぐと攻撃的になります。蜜蜂への給餌は静かに
丁寧に！そして餌不足にならないようにと、なかなか
蜜蜂のご機嫌をとるのは大変なのです。

協 力 隊 通 信
第 5 号第 5 号

坪田 幸恵

協力隊員は蜜蜂のご機嫌取りに勤しむ！の巻協力隊員は蜜蜂のご機嫌取りに勤しむ！の巻

しっかり荷締めした巣箱、これで移動させても大丈夫。
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　国税庁ホームページでは、スマートフォンやパソコンなどから、所得税・消費税・贈与税の申告書を作成し、

e-Tax（電子申告）等で提出することができます。

　感染防止の観点から、多くの方が訪れる確定申告会場ではなく、是非、ご自宅

での申告書の作成・提出をお願いします。

オンラインを活用して新型コロナウイルス感染防止！ 

■　稚内税務署　☎ 0162 － 33－ 1155

ねんきんのお知らせ
２０歳になったら国民年金

■　稚内年金事務所　☎ 0162 － 32－ 1941

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残っ

たとき、家族の働き手が亡くなったときに、働いている

世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。

　国民年金は２０歳以上６０歳未満の方は加入すること

が義務付けられており、２０歳になると日本年金機構か

ら国民年金加入のお知らせが届きます。

国民年金のポイント
◆老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障

害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や事

故で障害が残ったときに受け取れます。また遺族年金

は、加入者が死亡した場合、その加入者により生計を

維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受

け取れます。

国民年金保険料のお支払い
○国民年金の保険料
　国民年金第1号被保険者及び任意加入被保険者の1

カ月当たりの保険料は16,590 円です（令和４年度）。

○「前納割引制度」
　国民年金保険料をまとめて前払い（前納）すると、

割引が適用されるのでおトクです。

○口座振替・クレジットカードでの支払い
　口座振替を利用すると、金融機関等に行く手間と時

間が省け、納め忘れも防ぐことができます。さらに、「早

割（当月末納付）」や「前納」で納めると、保険料が割

引されます。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
□「学生納付特例制度」
　学生の方は、ご本人の所得が一定額以下の場合、世

帯主の所得にかかわらず保険料の納付が猶予される制

度です。

　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大

学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校

及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の

海外大学の日本分校に在学する方です。

□「納付猶予制度」
　学生でない５０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の

所得が一定額以下の場合に国民

年金保険料の納付が猶予される

制度です。

詳しくはこちら　→
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　令和５年２月６日から、転出届につい

てマイナポータルを通じたオンラインで

の提出が可能となりました。このサービ

スを利用する方は、転出に当たり役場へ

の来庁が原則不要となりました。

　電子証明書が有効なマイナンバーカー

ドをお持ちの方で、日本国内での引っ越

しをする方がご利用いただけます。ご自

身単身での引っ越しの他、ご自身と同一

世帯、ご自身以外の世帯員の方の引っ越

しでも利用可能です。

※マイナポータルを通じて転出届の提出

をした後は、別途、転入先市区町村の

窓口で転入届の手続が必要です。

マイナポータルからオンラインで転出届を提出できるようになります

政策ページＱＲコード

生活保護の申請は国民の権利です
　生活保護は、収入や資産が国で定めた基準に満たない場合に受けられる制度です。

　病気や高齢で働けなくなるなど、生活していく上で、生活保護を必要とする可能性はどなたにもあるもの

です。

　持ち家がある方でも、働いている方でも生活保護を受けられる場合があります。お困りの場合はためらわず、

天塩社会福祉事務出張所または、役場福祉課にご相談ください。

■　天塩社会福祉事務出張所　☎ 01632 － 2－ 1080
■　遠別町役場福祉課　☎ 01632 － 7－ 2114

住民

マイナンバーカードを持参する ①転出届・来庁予定の連絡
マイナンバーカードで電子署名をして送信

マイナポータル

②来庁予定の連絡

②転出届

③転出証明書情報の事前通知
転出元市区町村

異動届窓口

関係課

国民健康保険業務システム 介護業務システム ...etc

⑤転入届
来庁してマイナンバー
カードを提示して届出 ④転入手続の事前準備

転入先市区町村

異動届窓口

関係課

国民健康保険業務システム 介護業務システム ...etc
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ご
厚
志
に
感
謝

〇
幼
児
セ
ン
タ
ー
き
ら
り
で
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
餅
つ
き
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

中
止
と
な
っ
た
た
め
、
遠
別
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
長
　
萩

谷
　
泰
夫
）
様
か
ら
園
児
達
に

お
菓
子
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
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　〇
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海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
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リ
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株
）
様
か
ら
社
会
福
祉

の
た
め
飲
料
水
10
ケ
ー
ス
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広報えんべつ12月号の訂正
　広報えんべつ１２月号のＰ１６、社会福祉協議会

愛情銀行において、廣瀨　榮治さんのお名前が廣瀨

　榮司になっておりました。訂正しお詫び申し上げ

ます。

警察署から警察署から
冬道における交通事故の防止

ストップ・ザ・交通事故
～めざせ　安全で安心な北海道～

(１)余裕をもった運転を
　 冬道は天候や道路状況により渋滞が発生し、目
的地までに時間がかかります。
　目的地までの天気や道路情報を事前に把握し
て、時間に余裕を持って出発しましょう。

（２）スピードダウンと慎重な運転を　
　冬道では、スリップによる正面衝突などの交通
事故が多発しています。
　特に日陰や橋の上、トンネルの出入り口は滑り
やすくなっていますので、スピードダウンと道路
状況に合わせた慎重な運転を心掛けましょう。

（３）「急」のつく運転操作は危険
　急発進、急ハンドル、急ブレーキといった「急」
のつく運転操作はスリップにつながり大変危険と
なりますのでやめましょう。

（４）交差点に注意
　雪道で見通しが悪い交差点などでは「車が来て
いるかもしれない」「歩行者が横断するかもしれ
ない」と予測して、徐行して安全確認を徹底しま
しょう。

（５）悪天候に注意
　吹雪や大雪などの悪天候時の運転は、吹きだま
りや視界不良による立ち往生等の危険が伴います
ので、不要な外出は控えましょう。

消防支署から

天塩警察署　℡２‐２１１０
遠別駐在所　℡７‐２１１０

新年あけまして
おめでとうございます。

本年も遠別支署は

『無火災の町　遠別町』
を、目標にしています。

　近年、ごみ焼きによる火災が増加しておりますが、
ごみ焼きは禁止されていますので絶対に行わないで
ください。また、火気設備の取扱いには十分注意し
外出する際は火の元を点検してから外出しましょう！

　防火水槽や消火栓は火災発生時に使用する
大事な設備です。これらの周囲に雪捨てをされ
ると、火災発生時に設備が使えなくなりますの
で、絶対にしな
いようご協力を
お願いします！

お出かけは　マスク戸締り　火の用心

消防水利周囲への雪捨て禁止について！！

全国統一防火標語
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※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

1月 （January）
15㈰

16㈪ マナピィ・21 図書室休館

17㈫

18㈬

19㈭

20㈮

21㈯

22㈰ マナピィ・21 図書室休館

23㈪ マナピィ・21 図書室休館

24㈫

25㈬

26㈭

27㈮

28㈯

29㈰

30㈪ マナピィ・21 図書室休館

31㈫

2 月 （February）
1 ㈬

2 ㈭

3 ㈮

4 ㈯
自動車運転免許更新時講習（豊富町）

13：00 ～優良
14：00～一般
15：30～違反

5 ㈰

6 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

7 ㈫
ひよこタイム（子育てセンター　10：00 ～）
マナピィ・21 図書室休館
自動車運転免許更新時講習（天塩町）

13：00 ～優良

8 ㈬ 乳幼児健診（健康管理センター　診察開始10：30 ～）

9 ㈭

10㈮

11㈯
マナピィ・21 図書室休館
自動車運転免許更新時講習（遠別町）

13：00 ～優良

12㈰ マナピィ・21 図書室休館

13㈪ マナピィ・21 図書室休館

14㈫

15㈬

町のカレンダー ２０２３

○　ごみに関するご不明な点は、『ごみガイドブック』をご覧いただくか、西天北五町衛生施設組合（☎５－1154）
又は住民課生活広報係（☎７－2113）にお問い合わせください。

曜日 月 火 水 木 金

種類 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ 資源ごみ全般

紙おむつ等・衣類等
生ごみ

ペットのふん 農村地区のみ５種類を全部
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フォトスケッチフォトスケッチ

　広報誌に掲載されている写真で「画像データが欲しい」と言う方がいらっしゃいましたら、役場1階生活広報係

までお越しください。

　ただし、あくまで個人用、保存用としていただける場合のみとさせていただきます。インターネット投稿やその

他掲示板への掲載等の理由ではお渡しできない場合がありますのでご了承願います。また、関わりのない方の写真

や遠別町に肖像権のない写真についてもお渡しできませんのでご了承ください。

広報紙に載っている写真差し上げます広報紙に載っている写真差し上げます

皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

（令和4年12月31日現在）

1698
日目

（令和4年12月26日現在）

人口

世 帯

●男   1,179人（－4）
●女   1,244人（－7）

2,423人
（－11）

1,287（－9）

　　とっても楽しかったです！（秋の宝物あそび）　　とっても楽しかったです！（秋の宝物あそび）

寒い中頑張りました！（少年消防クラブ防火啓蒙巡回)寒い中頑張りました！（少年消防クラブ防火啓蒙巡回)みんなでクイズ（きらりクリスマス会）みんなでクイズ（きらりクリスマス会）

あんこもち配布（町社会福祉協議会生活保険部会）あんこもち配布（町社会福祉協議会生活保険部会）

所得税の還付申告は

１月25日(水)から
受付を開始します。
（住民課税務係）　　

「北方領土」特別啓発期間
　戦後、沖縄や奄美大島、小笠原諸島が祖国に復帰する中、北方四島は未だ復帰が実

現していません。1日でも早く北方領土の返還を実現するべく、皆様の意思を署名を通

じて反映させましょう。

　1月21日～ 2月20日までの啓発期間中、役場1階ロビーに署名コーナーを設置して

いますのでご協力よろしくお願いします。
歯舞群島

択捉島国後島

色丹島


